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お問い合わせについては社会福祉協議会へご連絡ください。お問い合わせについては社会福祉協議会へご連絡ください。

社協だよりは、
赤い羽根共同募金の
配分金により作成
されています。
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福祉協力員

地域の安全見守り隊

ふれあい通信、上三川町身体障害者福祉会
食事サービス、成年後見制度普及啓発セミナー、
町シニアクラブ各種スポーツ大会

令和６年度事業報告・決算報告

こんにちは！地域包括支援センターです、
本郷まつり

善意銀行、災害義援金、
栃木県運営適正化委員会、
理事会・評議員会だより

児童・生徒の下校時等に合わせて散歩や
買物などのついでに見守りを行う「ながら」ボランティア活動です。

地域の「目」となり、安心・安全な地域づくりに貢献しています。

児童・生徒の下校時等に合わせて散歩や
買物などのついでに見守りを行う「ながら」ボランティア活動です。

地域の「目」となり、安心・安全な地域づくりに貢献しています。

黄色いベストを着用
して、児童・生徒の下校

等に合わせて見守り活動

を行っています。

青色回転灯を装備
した自家用車「機動部

隊」が巡回パトロール

を行っています。

児童・生徒の安心安全のため、ご協力いただける方はぜひ登録をお願いいたします！

皆様には、できる時に、できる範囲で無理なく活動していただいております。皆様には、できる時に、できる範囲で無理なく活動していただいております。
児童・生徒の安心安全のため、ご協力いただける方はぜひ登録をお願いいたします！

活動者の声
▶見守りをしていると、「いつもありがとうござい
ます」など、あいさつをしてくれることが嬉しく、
やりがいを感じています。
▶ベストを着て、立っているだけで防犯になり
ます。子どもたちはもちろんのこと、自分の
ためにも活動させていただいています。

ふれあいネットワークふれあいネットワークかみのかわ

社協だより社協だより No.201No.201
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福 祉 協 力 員
令和７年度

を紹介します
福祉協力員は、「地域福祉を推進するボランティア」です。
見守り・声掛けなどの活動を通し、福祉のまちづくりをすすめるため、各自治会に１名の

設置を目指しています。
この青い腕章が「福祉協力員」の証です。活動の際に可能な限り着用していただいて
おりますので、ご理解をお願いします。

●福祉協力員名簿

☆民生委員児童委員との協力体制
心配な人がいたら、民生委員児童委員につなぎます
☆地域の困っている人や困りごとの早期発見・キャッチ
福祉課題の把握に努めます
☆一人暮らし高齢者等への見守り・声掛け
体調の変化に気づくことや孤独感の解消につながる活動を行います
☆近隣住民協力者の開拓
地域のなかで見守り活動の協力者を増やしていきます
☆地区社協行事・くろねえ会議・くろねえ個別会議への参加
よりよい地域づくりのため、地区社協行事や「くろねえ会議」等へ参加します

自治会名 福祉協力員氏名
上 郷 二 区
上 郷 三 区
上 郷 四 区
上 郷 五 区
西 蓼 沼
東 蓼 沼 西 
東 蓼 沼 東
中 　 根
向 川 原
東 汗 東
東 汗 西
上 文 挾
西 木 代
西 汗 上 東
西 汗 上 西
西 汗 下
磯 　 岡
美 　 里
露 　 無
本 郷 台 第 １
本 郷 台 第 ２
本 郷 台 第 ３
三 ツ 家
常 光 坊
下 町 １ 区
下 町 ２ 区
下 町 ３ 区
下 町 ５ 区

青 柳 　 敬
仁 平 政 夫
鶴 見 よし子
小 口 俊 子
鈴 木 房 枝
青 山 誠 邦
加 藤 達 広
藤 田 泰 子
渡 辺 一 夫
北 條 正 則
古 口 正 夫
増 渕 万洲雄
木 代 花 織
宇津木 輝 男
石 濱 彰 久
野 沢 恵 悦
坂 入 宏 一
岩 崎 研 一
小 川 順 子
國府田 郁 惠
小 林 博 孝
冨 田 寿 之
田 中 悦 子
枝 　 藤 一
北 條 久 男
髙 橋 　 寮
枝 　 洋 子
宮 原 岳 志

自治会名 福祉協力員氏名
中 　 町 
大 　 町
上 　 町
東 館 南 部
井 戸 川
峰 　 町
願 成 寺
上 蒲 生 東
上 蒲 生 北 部
上 蒲 生 南
下 蒲 生
五 分 一
三 　 村
坂 上 本 田
坂 上 河 原
三 本 木
桃 　 畑
し ら さ ぎ
泉 　 町
睦 　 渕
日産第３アパート
十 三 塚
並 　 木
大 山 第 一
大 山 第 二
大 山 第 四
天 神 町

岡 田 雄 一
中 原 みゆき
笠 井 敏 雄
笠 原 　 勝
柳 田 岳 秀
伊 澤 啓 子
小野寺 忠 雄
吉 田 　 豊
宮 澤 邦 明
森 　 亮 子
坂 本 是 文
上 野 昌 子
猪 瀬 清 志
松 枝 健 一
川 島 展 子
上 野 　 明
柴 田 信 義
伊 木 　 薫
石 戸 和 之
村 野　由紀子
﨑 　 愛 菜
大 塚 裕 弥
君 島 義 行
森 　 房 江
山野井 明 夫
川 俣 ふみ子
松 本 道 子

自治会名 福祉協力員氏名
西 　 町 
本 　 町
城 　 台
下 多 功
多 功 下 坪
下 　 梁
上 　 梁
川 中 子 一 区
川 中 子 二 区
川 中 子 三 区
下 神 主
上 神 主
石 田 下 坪
西 田 南
西 田 北
島 　 崎
石 田 上 坪
鞘 　 堂
間 の 田
西 　 浦
富 士 見 台
県 営 住 宅
ゆうきが丘第一
ゆうきが丘第二
ゆうきが丘第三
ゆうきが丘第四
ゆうきが丘第五

西 島 孝 志
野 沢 　 浩
塩 田 　 隆
森 田 登志子
生 田 四 郎
青 柳 英 次
伊 澤 幸 延
中 里 　 実
稲 見 光 弘
伊 藤 知 明
安 部 昇 平
角 田 さなえ
柳 田 宏 子
大 塚 重 夫
岡 島 一 行
舘 野 智 子
大 島 史 子
小 野 智 子
毛 塚 信 夫
髙 木 　 功
大久保　恵　幸
齊 藤 晴 夫
村 松 康 司
齋 藤 彩 香
内 野 千 昭
殿河内　　　眞
稲 見 真 幸

５月２２日に
福祉協力員の役割と具

体的な

活動について共通認識
を図るため、

民生委員児童委員と福
祉協力員の

合同研修会を開催しま
した。

（敬称略）

「福祉協力員」の具体的な活動「福祉協力員」の具体的な活動
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名前：小野寺　忠雄様 
　　　（76歳 男性）

お　　の　 でら　　　 ただ　お

現在のボランティア活動

事務局から
ひとこと

福祉協力員（願成寺自治会）
願成寺自治会副会長
願成寺シニアクラブ副会長

Q

A

ボランティア活動を始めたきっかけは？

A

ボランティア活動をする中で大切にしていることは？

A

最後に一言

A

ボランティア活動で楽しいと感じたことは？

　願成寺自治会に引っ越してきてから、子どもを通して近所の
皆さんと仲良くなり、自治会の清掃活動や育成会に自然と参加
し、楽しくやっていた活動がボランティアになっていました。

　無理をしないことが大切だと思います。
　福祉協力員だから何かをしなくちゃというよりも、私の場合
は、もともと散歩をしながら、近所の様子を見ていました。「前と
様子が違うな」と気が付いたことを民生委員と情報共有して、家
族に連絡してもらったこともありました。いつもの行動のついで
にやることで無理なく続けられているのかと思います。

　誰かのためにする活動だけがボランティアではなく、自治会の
活動やミニサロン、シニアクラブの活動に参加し、世間話をする
こともボランティアだと思います。ボランティアの一歩として、
若い方々も含め、多くの人たちに自治会の活動に参加してほしい
なと思っています。

　これまで、自治会活動や北小学校地区社会福祉協議会の監事を務めるなど、地域の活動に積極的
に参加されてきた小野寺さん。
　楽しかった思い出や、福祉協力員の活動について笑顔で教えていただきました。

　もともと大人数で集まることが好きなので、自治会の班長
会議やシニアクラブでお話をすることが楽しいです。このような
場で話をすると、自然と近所の情報を教えてもらうことも多く、
「散歩がてら様子を見に行ってみようかな」と福祉協力員の活動
につながることもあります。

上三川町では、多くの方がボラン
ティア等の地域福祉活動を行って
います。日々活動をしている方に
インタビューを行いました。

上三川町では、多くの方がボラン
ティア等の地域福祉活動を行って
います。日々活動をしている方に
インタビューを行いました。

上三川町内の
地域福祉活動をご紹介
上三川町内の

地域福祉活動をご紹介

ふれあい通信ふれあい通信
Q

Q

Q

上三川町身体障害者福祉会では、新規会員を随時募集しております。
関心のある方は、お気軽にお問い合わせください。

上三川町身体障害者福祉会の
　　　　会員を募集しています！

目　　的 身体障がい者相互の親睦と福祉増進を図ること。

年 会 費

問い合わせ先

1,000円（年度途中からの加入もできます）

会長　大島　淑江　電話　56-7925

活動内容

加入要件

スポーツや文化活動、日帰り研修、食事会など様々な行事を実施しています。
他にも町社協や役場、県が主催する事業などに参加することもできます。

上三川町に住所を有し、身体障害者手帳を所持する方
及び会の趣旨に賛同していただける方。
※障がいの有無に関係なくご入会いただけます。
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食事サービスボランティア研修会を開催しました食事サービスボランティア研修会を開催しました
　６月５日（木）に各地区社会福祉協議会の食事サービスボランティアを対象に研修会を開催しました。
　初めに宇都宮市歯科衛生士会の石嶋裕美氏より、「加齢に伴う口腔機能の変化及び口腔機能を維持する食事
について」、上三川町消費生活センターの菅野和枝氏より、「上三川
町における消費者被害の状況について」ご講話いただきました。
歯の健康を維持することの大切さや、町内で実際に起きている
詐欺被害の事例などをお聞きし、活動先での声掛けにも活かして
いくことのできる内容でした。
　最後に社会福祉協議会より、食事サービスボランティアの具体的
な活動方法などについて説明を行いました。

７月３日（木）、上三川いきいきプラザ２階大会議室で、「令和７年度初めてでもよくわかる！成年後見制度
普及啓発セミナーin上三川」を開催しました。
講師に宇都宮家庭裁判所主任書記官の三木真理氏、公益社団
法人成年後見センター・リーガルサポートとちぎ支部司法書士の
佐伯祐子氏をお招きし、成年後見制度の基礎知識について事例
を交えて詳しくお話をいただきました。
講演会終了後には個別相談会を開催いたしました。心配ごと
や制度について直接専門職に助言をいただく良い機会となりま
した。

６月５日

グラウンドゴルフ大会

６月18日

輪投げ大会

６月26日

ペタンク大会

シニアクラブでは、健康づくり活動をはじめ、地域の安全見守り隊活動、社会奉仕活動などを行っています。
６月にはシニアクラブ連合会による各種スポーツ大会が開催されました。各単位クラブから多くの会員が
参加し、元気に体を動かしながら、仲間同士の交流を楽しんでいました。

シニアクラブ連合会では、一緒に活動する仲間や、上記のような各種事業をはじめとする会の運営に
ご協力をいただける方を随時募集しています。関心のある方は、本会までご連絡ください。

成年後見制度普及啓発セミナーを開催しました
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地域には「先生」がいっぱい！！

本郷まつりが開催されました本郷まつりが開催されました

本郷小学校地区社会福祉協議会（本郷コミュニティ推進協議会）及び本郷小学校共催のもと、６月
１２日（木）、本郷小学校にて本郷まつりが開催されました。
まつりには地域住民が招待され、高齢者を中心とした６０名ほどが参加しました。
お囃子、竹細工、弓矢・輪投げ、火おこし、フラワーアレンジメント、絵手紙、折り紙の７つのコーナー
で地域住民が講師として参加し、児童と一緒に楽しんで交流をしました。
各コーナー終了後、児童から地域の方々へ感謝のメッセージを書いたメダルや歌のプレゼントが
あり、笑顔あふれるまつりとなりました。

折り紙体験の様子 火起こし体験の様子

認知症サポーター養成講座

上三川町地域包括支援センター

9月12日（金）までにお申し込みください。

上三川いきいきプラザ 2階 大会議室

第3回 12月19日（金）／第4回 令和8年1月23日（金）

令和7年 9月 18日（木）午後1時30分～3時（受付 午後1時～）開 催 日 時

会　　　場

申　　　込

今後の予定 （開催会場・時間につきましては、本回と同じです。）

※開催会場、時間等に変更がある場合は、改めて社協だより、かみたんメールでお知らせします。

※FAX、メールでお申込みの場合は、名前、住所、連絡先をご記入ください。

TEL：56-5513　FAX：56-6381　mail：hokatu@kamisyakyo.or.jp

第
2
回

参加費無料

地域包括支援センターです地域包括支援センターですこんにちは
！
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中学生・高校生サマースクール

くろねえ会議

福祉車両貸出事業

能登半島地震被災地
復興支援ボランティアバス

令和６年度事業報告

法人運営法人運営
● 社協会員募集の実施　≪７，５７７，０００円≫
● 共同募金運動の実施　≪４，７３５，９８９円≫
● 善意銀行　≪１，０５４，４４４円≫

地域福祉活動を担う人づくり地域福祉活動を担う人づくり

上三川町社会福祉協議会

● 福祉教育の企画相談・出前講座の開催　≪出前講座３０回、受講者延べ１，００９名≫
● ふくしアクションプログラム事業
　 ≪上三川高等学校との協働事業：障がい平等研修・災害VR体験等≫
● 中学生・高校生サマースクール　≪参加者６６名≫ 
● ふれあい健康福祉まつり　≪来場者１０，０００人≫
● かみのかわ福祉のつどい　≪参加者１４６人≫
● いきいきサロン・ミニサロンへの支援
● 地域の見守りと買い物支援事業（移動スーパー）　≪３２か所≫
● 居場所サポートボランティア養成講座　≪受講者１１名≫
● ボランティアスキルアップ研修　≪受講者１７名≫
● ボランティア養成講座(基礎編)　≪受講者８名≫
● 点字講習会　≪受講者５名≫
● 朗読・点字ボランティア研修の開催
● ボランティアセンター運営　≪ボランティアに関する相談件数１２２件≫
　 　　　　　　　　　　　　　≪個人ボランティア登録数１４９名≫

地域福祉活動を支える助け合い・支え合いの仕組みづくり地域福祉活動を支える助け合い・支え合いの仕組みづくり

自立した生活を送ることができる基盤づくり自立した生活を送ることができる基盤づくり
● 総合相談窓口の実施　≪相談件数１，００２件≫
● 地域包括支援センターの受託　≪相談件数４３７件≫
● 高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施　≪２ミニサロン　延べ参加者数８１名≫
● 心配ごと相談事業の受託　≪相談件数２５件　開設日数２３日≫
● 重層的支援体制整備事業の受託　≪個別ケースへの対応８４回≫
● コミュニケーション支援事業　≪手話通訳者及び要約筆記者の派遣２３４件≫
● 日常生活自立支援事業「あすてらす」　≪６件　生活支援員活動回数１０６回≫
● 成年後見サポートセンターの受託　≪相談件数１３３件≫
● 成年後見制度普及啓発講演会及び相談会　≪参加者１４６名≫
● オレンジカフェ「えんがわ」　≪３会場　延べ参加者数４２５名≫
● 認知症サポーター養成講座　≪１２回　受講者２３８名≫　
　　 ※令和７年３月末現在の上三川町内の認知症サポーター数８，４６２名
● キャラバンメイトステップアップ研修　≪２回　参加者３６名≫
● 認知症家族交流会　≪３回　参加者１５名≫
● ひきこもり対策事業　≪個別相談２件≫
● 貸付事業
　　 〇生活福祉資金貸付事業　≪相談件数２４件≫
　　 〇生活福祉資金特例貸付フォローアップ支援事業　≪支援対象者１３５名≫
　　 〇社会福祉金庫貸付事業　≪相談件数１６件≫　
● 福祉車両(どりーむ号・いきいき号)の貸出
　　≪新規利用登録者２５名　貸出件数１１３件≫
● 日常生活外出支援ボランティア事業　≪登録者３７名　利用回数１０回≫

安心して暮らせる地域環境づくり安心して暮らせる地域環境づくり
● 地域の安全見守り隊・青色回転灯装備車「機動部隊」への支援
　　≪全小学校区≫
● 能登半島地震被災地復興支援ボランティア事業　≪参加者14名≫
　（ボランティアバスの運行）

● 地区社会福祉協議会活動への援助　● 食事サービス事業の支援
● 地域ネットワーク構築「くろねえ事業」
　　「くろねえ会議」　地域の居場所について意見交換。　≪延べ14回開催≫
　　「くろねえ個別会議」　≪１０回開催・対象者１０名・活動者（見守りやゴミ出しなど）２４名≫　
● 食事サービスボランティア連絡会　≪４０名≫
● 民生委員児童委員・福祉協力員合同研修会　≪参加者8０名≫
　　 令和２年度より各自治会に福祉協力員を設置し、地域の支え合い・見守り活動を展開。
　　 合同研修会を開催し福祉協力員の役割や活動内容の共通理解を図りました。
● 各種団体との連携と支援、団体事務室の運営
● 顔の見える関係会議　≪医療・介護・福祉関係従事者≫
● 救急医療情報キット配付事業　≪配付合計１，２４１名≫
● 社会福祉法人連絡会の開催　● 地域ケア会議　≪３８件≫
● 高齢者支援協議体(第１層協議体)への参画　● 介護支援専門員連絡会
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収入の部
大区分

合計

会費収入 
寄付金収入 
経常経費補助金収入 
受託金収入 
事業収入 
負担金収入 
受取利息配当金収入 
その他の収入 
基金積立資産取崩収入 
事業区分間繰入金収入 
拠点区分間繰入金収入 
サービス区分間繰入金収入 
繰越金

決算額

大 中
資産の部

当年度末
流動資産

基本財産
固定資産

固定負債

資産の部合計 179,100,108

その他の固定資産

現金預金
立替金

定期預金

建物
構築物
車輌運搬具
器具及び備品
有形リース資産
投資有価証券
貸付事業貸付金
退職手当積立基金預け金
しあわせ基金積立資産
自動車購入積立資産

大 中
負債の部

当年度末
流動負債

事業未払金
１年以内返済予定リース債務
預り金
職員預り金
賞与引当金

リース債務
退職給付引当金

7,577,000
1,144,444
54,457,385
17,421,972
160,270
6,270

850,090
60,809

3,831,000
2,282,828
5,506,611
2,333,000
3,941,057

支出の部 （単位：円）
サービス区分

差引残高
合計

法人運営事業 
社会福祉金庫貸付事業 
地域助成事業 
地域活動推進事業 
紙おむつ支給事業 
タクシー料金助成事業 
理美容サービス料金助成事業 
ボランティアセンター事業 
心配ごと相談所運営事業 
コミュニケーション支援事業 
生活福祉資金貸付事業 
日常生活自立支援事業 
重層的支援体制整備事業 
成年後見サポートセンター事業 
共同募金配分金事業 
善意銀行事業

決算額
59,170,462

4,301
2,233,000
7,708,987
2,043,725
2,174,570
153,700
725,513
142,000
3,833,969
6,405,899
855,398
5,623,473
50,000

3,478,765
1,029,870

社会福祉事業資金収支計算書社会福祉事業資金収支計算書社会福祉事業資金収支計算書

収入の部
大区分

合計

受託金収入
介護保険事業収入
繰越金

決算額
37,424,508
13,877,900

9,821

支出の部 （単位：円）
サービス区分

地域包括支援センター運営事業
決算額
51,302,408

（次年度へ繰越）

公益事業資金収支計算書公益事業資金収支計算書公益事業資金収支計算書

（単位：円）

（次年度へ繰越）

社会福祉事業貸借対照表社会福祉事業貸借対照表社会福祉事業貸借対照表

大 中
資産の部

当年度末
流動資産

固定資産 負債の部合計 2,460,897

純資産の部合計 9,826
負債及び純資産の部合計 2,470,723資産の部合計 2,470,723

その他の固定資産

現金預金
事業未収金

次期繰越活動増減差額
次期繰越活動増減差額
（うち当期活動増減差額）

車輌運搬具
器具及び備品

大 中
負債の部

純資産の部

当年度末
流動負債 2,460,897

2,410,230
50,667

事業未払金
職員預り金

（単位：円）
公益事業貸借対照表公益事業貸借対照表公益事業貸借対照表

99,572,736

51,312,229

95,633,632
3,939,104

差引残高 9,821

10,914,072
10,913,313

759
168,186,036
1,000,000
1,000,000

167,186,036
5

68,886
5

350,603
3,014,000
82,051,147
165,501

52,774,520
26,444,911
2,316,458

10,763,168
6,760,983
904,200
1,672

212,313
2,884,000
67,916,800
2,109,800
65,807,000

基本金

負債の部合計 78,679,968

純資産の部合計 100,420,140
負債及び純資産の部合計 179,100,108

基本金
基金

しあわせ基金
国庫補助金等特別積立金

国庫補助金等特別積立
その他の積立金

自動車購入積立金
次期繰越活動増減差額

次期繰越活動増減差額
（うち当期活動増減差額）

純資産の部
1,000,000
1,000,000
26,444,911
26,444,911

43,200
43,200

2,316,458
2,316,458
70,615,571
70,615,571
△ 5,896,084

2,470,718
127,938
2,342,780

5
5
1
4

9,826
9,826

2,357,000

令和６年度決算報告
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右記のＱＲコードを読み取ると本会ホームページへアクセスできます。
各種事業報告や申請書、社協だよりバックナンバーなども掲載しておりますので
ぜひご活用ください。

皆様のあたたかいお気持ち

寄付者 寄付金額

吉澤啓子 様 （106） 1,000円
匿名 （35） 10,000円

匿名 （39） 10,000円

匿名 （37） 10,000円

匿名 （3） 10,000円

滝沢哲生 様 （12） 8,000円

匿名 （36） 10,000円

匿名 （40） 10,000円

匿名 （41） 10,000円

匿名 （38） 10,000円

渡邉礼子 様 （10） 14,243円

株式会社ピー・シー・ケッス 様 （1） 20,000円

（令和7年5月23日）
令和６年能登半島地震災害義援金 寄付者 金額

匿名 287円

災害義援金寄付者 　皆様からお預かりした義援金は、全額栃木県共同募金会を通じて被災地の県共同募金
会に送金され、被災者のために役立てられます。ご協力ありがとうございました。

第
１
回
理
事
会
（
６
月
12
日
）

報
告
第
１
号　
　

職
員
の
任
免
に
つ
い
て

報
告
第
２
号　
　

会
長
及
び
常
務
理
事
の
職
務
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

議
案
第
１
号　
　

役
員
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　
　

評
議
員
選
任
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　
　

経
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　
　

令
和
６
年
度
事
業
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　
　

令
和
６
年
度
社
会
福
祉
事
業
収
入
支
出
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　
　

令
和
６
年
度
公
益
事
業
収
入
支
出
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　
　

令
和
７
年
度
第
１
回
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

議
案
第
８
号　
　

令
和
７
年
定
時
評
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

第
１
回
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
（
６
月
19
日
）

議
案
第
１
号　
　

評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

定
時
評
議
員
会
（
６
月
２７
日
）

議
案
第
１
号　
　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　
　

令
和
６
年
度
事
業
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　
　

令
和
６
年
度
社
会
福
祉
事
業
収
入
支
出
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　
　

令
和
６
年
度
公
益
事
業
収
入
支
出
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
回
理
事
会
（
６
月
２７
日
）

議
案
第
９
号　

会
長
、
副
会
長
、
常
務
理
事
の
選
定
に
つ
い
て

議
案
第
１０
号　

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
１１
号　

苦
情
解
決
に
関
す
る
第
三
者
委
員
の
承
認
に
つ
い
て

理
事
会
・
評
議
員
会
だ
よ
り

新
任
役
員
等
紹
介

※

敬
称
略

理
事

田
口
　
成
子（
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
）

笠
井
　
敏
雄（
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
）

首
藤
　
眞
史（
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

監
事

坂
本
　
佐
栄
重（
学
識
経
験
者
）

評
議
員

宮
本
　
　
勲（
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
）

生
田
　
弘
美（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
）

加
藤
　
昭
治（
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

大
島
　
淑
江（
身
体
障
害
者
福
祉
会
）

濵
野
　
礼
子（
本
郷
小
地
区
社
協
）

佐
藤
　
日
成（
北
小
地
区
社
協
）

野
口
　
修
一（
学
識
経
験
者
）

篠
原
　
康
宏（
学
識
経
験
者
）

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員

新
庄
　
哲
二（
学
識
経
験
者
）

坂
本
　
佐
栄
重（
学
識
経
験
者
）

大
塚
　
友
起
子（
事
務
局
）

苦
情
解
決
に
関
す
る
第
三
者
委
員

菱
沼
　
里
美（
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
）

住　 所：上三川町上蒲生127－1（上三川いきいきプラザ内）
電　 話：0285－56－3166　
ＦＡＸ：0285－56－3164
メール：soumu@kamisyakyo.or.jp
Ｈ　 Ｐ：https://www.kamisyakyo.or.jp/

社会福祉法人
上三川町社会福祉協議会
社協だよりについて、みなさまからのご意見をお寄せください。

全てに関する連絡・相談・お問い合わせ先

連 絡 先

相談時間

そ の 他

栃木県運営適正化委員会 にご相談
ください

栃木県運営適正化委員会
〒320-8508  宇都宮市若草1-10-6　とちぎ福祉プラザ内

月～金曜日 午前９時から午後４時 （祝日・年末年始は除く）

T E L：028-622-2941
FAX：028-622-2316　
メール：asu.sw@dream.ocn.ne.jp

　栃木県運営適正化委員会は、福祉サービス

の利用者や家族等からの苦情や相談を受け、

助言や事業所への調査、話し合いによるあっ

せん等を行い、苦情の解決を図ります。

　相談は電話や来所のほか、文書やメールで

も受け付けています。

相談料等はすべて無料です。秘密は厳守します。
来所の際は事前にお電話ください。

左
記
の
と
お
り
会
議
が
開
催
さ
れ
、す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（令和7年4月22日～7月22日）　（  ）内数字は寄付回数（令和7年4月22日～7月22日）　（  ）内数字は寄付回数
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